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（評価結果の所見） 

本研究領域は、出ユーラシアにおける文明形成過程を物・身体・心の相互作用という観点から文理

融合的に解明し、ユーラシアを中心として理論化されてきた従来の文明創生メカニズムの再理論化を

図ろうとする意欲的な研究である。 

 コロナ禍の制約の中で異分野間の研究者が活発に交流し、文理融合的な手法が効果的に用いられ、

個々の研究成果だけでなく、領域全体としての成果の兆しが認められる点は評価に値する。特に異分

野の研究者を共通のテーマでつなぐ試みとして開始された計画研究を横断して行われるユニット研

究には、今後の成果を大いに期待したい。また、コロナ禍で一部に若干の遅れが危惧されるが、フィ

ールド研究の開始に加え、引き続き工夫を重ねることで、着実に成果を挙げていくことを期待する。

なお、ドメステイケーションやランドスケープという鍵となる概念の精緻化を進め、それぞれの研究

の中で展開していくことが望まれる。 

 文明動態学研究所の立ち上げにより、領域研究の長期的見通しが立った点も評価できる。引き続き

本研究領域終了後の研究の継続を見据えて、研究体制の整備を進めていってもらいたい。 

 


